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B． 問診と診療

1． 産婦人科の 問診方法および医療面接
How 　to　Take　Medical　History　of　the　Patient　with 　Gynecologic　 and

　　　　　　　　　　　　　 Obstetric　Complaints

1）問診（医療面接）

　医療 面接 という言葉 がよく使われるようにな っ た．今 まで の 問診 と何が違 うのか．問診

とは医 師側から質問する こ とがメイン で あ り，医療者中心の 医 師
一

患者関係を想定するも

の で あ っ た．近年，患者 中心の 医 師
一

患者関係が求め られる ようにな り，問い ただすの で

はな く，対面 し て会話を行うとい うこ とで ，面接とい う言葉が用 い られる ようにな っ た．

　医療 面接 の意義は，診断の手 がか りを得 るための情報収集のみな らず，そこで行われた

会話を通 して良好な医師一患者 問のコ ミュ ニ ケーシ ョ ンを築 く出発点 となる．まず ，会話

をす るこ とが大切 とい う考え方である ．

　その ためには，質問する ときだけで なく t 聴く ときにも患者さんと適切なア イコ ンタク

トを保ち，うな ずきやあい つちを適切に使 っ て積極的な傾聴を心がけ るなど，人閤として

の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンス キルの習得が必要 となる，電子 力ルテの導入 が進み，コ ン ピュ
ー

タばかりみていて，ち っ とも患者側を向かな いよ うな状況で は，患者の不安に配慮 するど

ころ か，こちらの話をち っ とも間いて くれな い．親身で ないな ど不満を持たれる場合すら

ある こ とは想像に難くない ，

　具体的には．導入部分で言えば，明確な発音で 呼び入れる こ とを心がけ，「次の方 どうぞ」

な ど，あ いまいな表現は避ける．同 じ目の高 さで患者さんに対 して挨拶を し，自己紹介 を

する．患者 確認 の ため，患者さんの名前を フ ルネームで確認す る．患者 さん に名乗 っ て も

らう場合 は．確認 の ために とい う目的 を告げる，また，面接 を行 うこ との 了承を得る ．症

状が強い場合は面接が可能か どうか患者さん自身に確認 し，可能な場合でも楽な姿勢で面

接が行えるように配慮する．などであ る．ときに は諸先輩方を参考に しつ つ ，ときには反

面教師にして ，自分がもしこの 患者の 立場だ っ たらと，想像力を働かせて面接を行うこ と

が必要 である，

　医療者の 態度や言葉遣いも大切だが，信頼 を得 るためには，その 患者 にと っ て最 も適切

な対応を選択する こ とも重要で あろ う．

　初めて産婦人科を受診す る女性はもちろ んの こ と，妊娠分娩の 既往があ っ て産婦人科受

診歴 がある場合で も，大部分の 患者 は不安がい っ ぱいの 状態で産婦人科を訪れ る，医療面

接 は，患者の状況を把握す る第
一

歩 であると同時 に，すでに治療の第一歩 である．清潔 で

明るい笑顔，患者の 目線を理解 したうえでの的確 な対応，守秘義務の徹底 安心感を与 え

る態度などが，患者に信頼感を与え，その 後の診断 ・治療に 対する患者と医療者との よ り

良い コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンを築くの で あ る．

2）質の 高い 診療 の 基本 とな る 問診 ・ 病歴の取 り方

　診療の 合理的な継続，チ
ー

ム 医療の 円滑な遂行，診療情報の開示 と透明性などの信頼性

の ある質の高い 医 療の基盤として ，近年とみ に診療録の 重要性が注目され，わか りやす く
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信頼性の あ る診療録作成の ために，POMR （problem−oriented 　medical 　records ）．　 SOAP

（subjective ，　 objective ，　 assessment ，　 plan）など標準的記載様式が推奨 され て い る．

わ かりやす く信頼性の ある診療録を作成す るこ とは，科学的思考のプロ セ ス によ っ て診療

その もの の やり方や考え方を学ぶ こ ととな るが，その基本は まずは系統的そ して重点的な

問診 ・病歴 の取 り方であ ろ う．

　診 断 ・治療 という診療の プロ セス の まず第
一

歩で ある 問診 ・
病歴 の取 り方がス ムーズに

そ して的確 に行われな ければ，決 して質の 高い 診療には繋がらない ．患者 と医 師の 間の コ

ミ ュ こ ケ
ー

シ ョ ンの 出発点であ る問診（医療 面接）は，患者 からの情報収集の内容を左右 す

るばかりか，その 後の検査や治療に対する患者の理解と協力を得 るための必要不可欠な第
一

歩である．

　「い かが され ましたか」を英語 で は 「What　can 　I　doforyou ？」とも表現 する ように ，

人閂と して の コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ンス キル を磨き，常に 患者サ イ ドの心理 や心の機微 プラ

イ バシ ーに配慮 して．誠実でや さしい 態度や会話 で，患者の 不安 を取 り除くように配慮 し

な がら．医療従事者としての プロ 意識を持 っ て．患者の訴 えをよく聴 き，必要 と考える事

柄 を確認 したり尋 ねた りしな がら医療面接 を行 っ てい く．特に産婦人科を受診 することを

ため らう女性は多く，患者の 不 安 と緊張を理解 したうえで 医療面 接にあたらなければ，そ

の 後の診察にも支障をきたす場合があ る．また，産婦人科を受診する患者の症状によ っ て

は蓄恥心か らう まく言葉 で表現で きない こ とも多いの で t 待ち時問にあらか じめ外来問診

票を記載 しても らい t その 内容を確認 しながら医療面接を進め てい くこ とは有用 であ る．

近年増加 して い る諸外国出身の女性患者には，あらか じめ英文等の問診票を作成 しておい

て活用す ると円滑 に医療面 接が行 える，

3）産婦人科 における問診 ・病歴 の取 り方

　女性の健康 は女性ホルモ ン の分泌 と密接 に関係 し，月経 のあ る女性の 身体 が1カ月の う

ちにまるで 月の満ち欠けのように周期的 に変動するだけで はな く，女性の
一

生それ自体が

幼児期 から思春期t 性成熟 期，更年期 そ して老年期というダイナ ミッ クなホル モ ン分泌の

変動 に伴 っ て形成 され，それぞれの ライ フ ステ
ージに応 じた疾患がある ．それぞれの ライ

フ ス テ
ージで の 女性特有の 生理機能 形態的な らびに精神的特徴を踏 まえて い く ことが産

婦人科における 問診 ・病歴の 取 り方で の重要な点で あ る．

　 （1）主訴お よび現病歴

　主訴 （chief　comp ！aints）とは．患者が医療機関を訪れよ うとした直接の理 由で，
一

般 に

は患者の 愁訴（自覚症状 ；symptoms ）や身体所見 （他覚症状 ；slgns）が主訴 にな る，

　現病歴 （history　of　present　illness）は，患者 の主訴が，い つ ，どの ように して 始ま り，

現在 はどの ような状態なの かとい う，病気の 発症 と時問的経過で ある．主訴は1つ だけ と

は限 らな い が，最も重要な もの は何なの かをよ く判断 し，現病歴 を詳 しく聞きながら，科

学的思 考 プロ セ ス を 組み立 て て い き，必要な 内容を補足，確認 して い く．婦人科受診の 主

訴で 頻度が高い 不 正 出血などの場合 以下 に 述べ る 月経歴 の 問診 の ごとく，患者 自身 が月

経な の か不正出血な の か解らなか っ たり ，反対に思 い込ん でい た りする場合や，性器 出血

な の かそれ とも肛門や泌尿 器系 からの 出血な の か患者本人では判断で きて いな い場合 も多

い ．産婦人科医 師は，患者 の訴えから適切な疾患を思 い浮 かべ ながら医療面 接を行 っ てい

く が，患者の 思 い違 いや表現の不 備も十分に念頭に おいて ，系統的な問診を心 がける べ き

で あろ う．

　 また，思春期女子を対象 と した場合，本 人からの み では十分に聴取 されない場合も多く，

家族よ り生活環境 から生後の 発育状 況に至 る まで詳 し く聞くこ とが大切 で あ る．しか し，

家族 からの問接 的情報 は必ず しも客観的 なもの ではな く，かな り修飾され たものであるこ
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とを考慮にいれな くてはならな い．年長の女子 で自分から婦人科的症状な どを説明で きて

も，本人 の言葉を さえ ぎ っ て母親のみ が話 す場合もあ る．特に妊娠や性感染 症（STD ；

Sexually　transmitted　disease）との 関連性 が考 えられる ような例 で は，家族 同伴 ではな

く本人の み から聴取することにより事実が明らかになる場合 が多い，いずれにせよ思春期

の 女孑は感受性も高くまた精神的 にも不安定な時期で あ り．受診は患者 および家族の不安

を和 らげ，症状のみな らずその背景にある状況 をも把握するよう心がけ丁寧な問診を行う

こ とが特に重要 であ ろ う．

　（2）月経歴

　月経に関す る問診 は産婦人科において 大変に重要な項目で あ り，必ずかつ 詳細に聴 く必

要がある，初経年齢，閉経年齢，最終月経，月経周期，持続期問，経血量 （凝血の 有無），

不正 出血の 有無 月経困難症状の有無は必須項目で あ る ．こ こで 気をつ け る点は t 女性だ

か ら月経 につ い て の正 しい知識をすべて の人が持 っ て い る とは限 らない とい う点で あ る ．

　まず月経周期の正 しい計算方法を知 らない 女性も実際は多い．月経は性周期を有する女

性にと っ ては，体の 大切なバ ロメーター
で あ りながら，体の リズムを正 しく把握して いな

い女性も結構い る こ とを医療サ イ ドと して は．その 意識の 中にとめて おくこ とが必要で あ

る．

　事前 の問診票で月経周期 が21日型 と記載 してい る場合，頻発月経か と考え て確 認 して

みると，月経終了後から出血のない期閻だ け計算 しているこ とも ままある．最終月経 が1
月27 日 であ りその前が 1月 1日からな ら26日型の正 常月経周期で あ っ て も 厂月経不順で ，

月に 2回 月経がある が…
」と表現 して く る場合なども実際の 日常診療で はよくみ か ける こ

とで ある ．場合 によ っ て は 「月経周期とは，月経 が始ま っ た 日から数えて，次の 月経開始

前 日までの 日数で計算 しs 正常月経周 期 は25〜38B ですか ら，月経期問 が5日問あれ ば

出血 のな い21E｝間を 合わせ て21＋ 5 ＝ 26で，月経 周期 は26日型 で正常 です．」 とい うよ

うに確認 しながら閤診を行い ，女性 自身の 今後の意識の 向上を促すの も産婦人科医の大切

な役割で あろ う．

　月経 に つ いて は，少な く とも 2カ月前 まで さかの ぼっ て確 認 し，その 内容も 「い つ もの

月経 と比 べて，持続期 間，量や色 痛みの 状態などが異な っ て いなか っ たか」な どを聴取

することは極めて重要 で ある，

　 また．45〜55歳の 更年期時期の 女性で は，月経なの か，閉経後の不正出血なの かな ど

自分 自身で は判断できない ことがままあるので注意深 く上手 に聞 き出すこ とが必要で あ

る．

　 （3）結婚 ・妊娠および分娩歴 につ い て

　結 婚年齢，離 婚，再婚歴，性経験 の有無，妊娠 ・分娩歴 人工 流産歴 などの問診は，産

婦人 科にと っ ては，他科以上 に疾 患の想定や内診などの 産婦人科的診察方法の選択の ため

に重要な項目で ある ．性成熟期に ある女性で 性経験があ れば，妊娠の可能性や妊娠に関わ

る疾患，STD な どを常に意識 して 医療面接や診察 を行うこ ととな る

　また，産婦人科診療に とっ ては，ごく 日常的に行われ る内診 で はあ るが，その 前に十分

なイ ンフ ォ
ーム ド ・コ ンセン トが必要で あ り，内診は患者の 同意な しに行 っ て はならない．

　月経不順な どの主訴 で来院 した思春期や性交 経験の ない女性の 場合は，性 急に 診察を ス

タ
ー

トさせ る こ となく，問診で十分 にコ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン を と っ て 後，腹部エ コ

ー
や内診 ・

直腸診が必要で あれ ば，どう してそれらの 診察や検査が必要なの かを納得 しても ら っ た後

に行うべ きで あ る ，問診で の良好な コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン がな いま まに内診を受けさせられ．

その 時の 経験が トラウマ とな っ て ，その 後重 大な問題点が新たに発生 して も産婦人科受診

をた めらい受診の時期を遅らせ て しまうケ
ー

ス もある．反対に，問診からス ター トした患

者 と医師の コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ンがうまくい けば，的確な診断 ・加療が行われ ，その結果 ，
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Pre-censultation Intewiew  Sheet
     ObstetricslGynecology

(1) Name:
  Address:

  Age;(2)
 What is your  problem?

L2,3.4.5,6,7.8.

9.IQ.IL12.13.14.15,16.

Haight: em  Weight:" g

Stomachache{Cramps)
I was  told I have hysteromyoma  (uterine fibroidsi,
I want  to have an  advice  about  oontraceptiQn.

Vajptal  bleeding
Vlaginal itching or  pain  (Pleasecirele either.)  

'

Menopausal symptoms  (insomnia, stiff shoulders,  hot flashes, nervousness,  vaginal  [iryness)

Cancer checkup
[[b knew ifI am  pregriant or not.

  In case  ofpregnancM  I wish  to deliver /have abortion.  anease eircle either,)

Pain on  my  lower back
I waa  tokl my  evary  is swollen.
Irregular menstruation

Vlaginal discharge

Infertility

Regular postoperative checkup

r want  to have a  reference  letter to deliver in my  home  country

Other

(3) Regarding your  menstruation:

   1. Hovi ald were  you  when  you  had your  first period?

   2. Those  who  have hed menopause:

     How  old  were  you when  you had your last period?

   3. Most  recent  menstruation  started u t  and  Iasted for

    Previous menstruation  started  a s  and  lasted for

   4. Menstrual cyale  (Erom the fust aay until  the  first [lay  of the next  periedi

     Approximately days in average

     When  lang: days. When  short" days.

   5. How  long [ibes  it last? For  days

   6.Mensimalbloodloss:  littletOrdinary/Muchtwithbfoodc!ots)

   7. Do  you  have any  difficulties at  menstruation  (c ramps,  ete,)? Ybs

(4) Have  yau  ever  had gexual  intereQurse? fes No

(5)Areyoumarried? Ybs  
-L.

 sineewhenlwas- earsokl.

                   Divorced .  When?  s u
(ol How  many  times have you  been pregnanV

   Among  them.  haw  many  imes have you  dalivered, miscarried or haa  abortiQns?

      Delivery Misearriage Abortion

days,days.

No

No

Please leave this paper in the  basket  on  the table and  wait  unti1  your  name  is called.
Thank  you.
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産婦 人 科問診 票

講雛爨鍵
お名前　　tt−ttttt　 ．　　　　　 一 年齢 （満）一一一一　歳　 身棲 …一．　 丿

  　　体重 　　　　kg

1）兮日はどのようなことでおいで1こなりましたか 。 （あてはまる項副 こ○をつけて下さい）

　　1．おな か が痛 い 　　　　　　 7 ．癌検診

　　2．子宮筋腫 と い われ た　　　 8 ．妊娠して い る か どうか

　　3，避 妊 の 相談　　　　　　　　　 ＊妊娠 の 場合（分娩希望 ・

　　4 ．出血があ っ た　　　　　　　　　 中絶希望）

　　5 ．陰部が （かゆ い ・痛 い ＞　　 9 ．腰が痛い

　　6．更年期障害（不眠 ・肩こり・　 10．卵巣がはれ て い ると い

　　　 の ぼせ ・い らい ら）　　　　　　 わ れ た

2 ）いつ頃からお気づき1こな りましたか。

　　（　　 日前，　　　 月前，　　　 年前）

3） Fヨ経1こつし、て：

　　（1）初めて の 月 経は 　　　　 歳

11，

12．

13．

14．

15，

16。

月経不順

お り もの が 多い

子供が で きな い

手術後の 定期検診

里帰 り出産

そ の 他

（　　　　　　　　 ）

　　（2）月経周期 二
月経が 始ま っ た 日か ら次の 月経が始ま る ま で

　　　　　　　　　 順調
・ほ ぼ順調 （　　　 日間）

　　　　　　　　　 不順 （短い時　　　　日間，長 い 時　　　　日間）

　　（3 ）月経期間
一

月経が始ま っ た 日か ら終わ る ま で （　　　 日間）

　　（4 ）月経 の 量は 　　多い ・普通 ・少な い

　　（5）月 経に伴 っ て 以下の 症状 が あ り ま す か 　　頭痛 ・下腹部痛 ・腰痛 ・そ の他 （

　　（6）最近の 月経は 　　　　年　　　月　　　 日よ り　　　 日間

　　（7）そ の 前の 月経は　　　年　　　月　　　 日よ り　　　 日間

　　（8）閉経の年齢は 　　　　歳

4 ）結膃 ・旺脹について

　　（1）結婚して い ますか　　　　　　 は い （当時　　　　歳）・い い え

　　（2）離婚な さ い ま し たか　　　　　 は い （当時　　　　歳）・い い え

　　（3）セ ッ ク ス の 経験 はあ りますか　 　は い ・い い え

　　（4 ）妊娠され た こ とがあ りますか　 　は い ・い い え

　　　   歳 （中絶 ・
流産 ・

分娩〉 ヶ 月 （男 ・女 　 g）

　　　   歳 （中絶
・
流産 ・

分娩） ヶ 月 （男 ・女 　 g）

　　　   歳 （中絶 ・流産 ・分娩） ヶ 月 （男 ・女 　 g）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 妻毒 【…1　　 　 ．

）
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5 ）他の病院で診て壱ら っ たことがあ りますか 。　　 あ る　　な い

　　● 「あ る 」 の 場合，そ の 病院 で ど の よ うな説 明 を 受 け ま し た か 。

（． ．．病院．、 ．科）

6 ）現在，何か薬を飲んで いらっしゃいまずか 。

　　● 「い る」 の 場合，薬 の 名前がわか りますか 。

い る　　い ない

7 ）これまでに薬などでアレノしギー等の副作用を経験したことがありますか。

　　● 「あ る 」 の 場合，どの よ う な症状で し たか 。

あ る　
・

な い

8 ）兮まで に六きな病気をしたこ とや，手術を受けたこ とがありますか 。

　　● 「ある」 の 場合，い つ 頃 どん な病気や 手術で したか 。

あ る　 　 な い

9 ）ε家族やε親贓で．次のような病気1こかかっ たこ とのある方がいら っ し ゃ LNます か 。

それはど な た で すか。

　　心臓病 （　　　 ）

　　結　核 （　　　 ）

糖尿 病（　　　 ）　　 高血圧 （

喘息 ・アレルギ
ー
（　　　 ）　 癌（

1の お酒を飲み ますか 。　　 は い

　　● 「は い 」 の 場合
……

＊ （

　　　　　　　　　　　 ＊ 最近は，

　　　　　 　　　　　　　 （

lD 煙草は吸い ますか。　　 は い

　 　● 「は い 」 の 場合
……

＊ （

　 　　　　　　　　　　 ＊ 最近 は，

）　　 脳卒中（

）　　 そ の他 （

・ い い え ・やめた （　　 年前）

）年前か ら飲ん で い る

平均 して
一

日 （ビール ・日本酒 ・ウイ ス キ ー） を

）本 ・合 ・杯ほ ど飲ん で い る。

・ い い え ・や めた （

） 年前か ら吸 っ て い る

平均 して 一
日 （

年前）

）本吸 っ て い る。

）

）

医療法人鉄 蕉会亀 田 ク リ ニ ッ ク K2CO2151 膕、111 印．POO
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（別表）　医療面接においてと くに重要な事項

1）最初に 自己紹介を した か．

2）最初 に，こ れ か ら何の 話 を す る か説 明 したか．

3）医師らしい 態度 で説明 した か．

4）ア イ コ ン タク トを保ちなが ら説明 し た か．

5）理解しやすい よ うな 言葉を選ん で 説明 したか．

6）疾患 に つ い て の 説 明 と診断 の 告 知 は 適切 で あ っ たか．

7）検査 デー
タや病態 の説明は 適切 で あ っ た か、

8）治療法 の 選 択な らび に 治療計画 の 説 明 は適切 で あ っ たか．

9）患者 に対 す る思 いや りの 態度が示 さ れ た か，

10）全体として 必要かつ 十分な説明 で あ っ たか．

11）話 の 内容が良 く わ かる かどうか尋 ねたか．

12）患者 ま たは 家族の 質 閤 に 対 して 適 切 に答 え て い たか．

13）患者および家族 の 意見 を 十分 に 聞く 態度を と っ て い た か．

14）患者および家族 の 立場を尊重する態度をとっ て い たか．

15）説明 した後 に 同意を求め る よ うな配 慮は十分 で あ っ たか．

今回の 主訴が解決 した後も 「女性の ライフパ ー トナーと して の 産婦人科」として，婦人科

検診な どの 必要性が女性患者に認識される こ ととなろ う．

　既往妊娠 ・分娩歴は．産婦人科の問診として，各年代の 女性に必要で あ るが s 特に 性成

熟期の 女性の今 回の妊娠 ・分 娩が対象 となる場合や不妊症の主訴の場合は．詳 細に聴取す

る必要があ る．正 常妊娠 ・分 娩で あ っ たの か，子宮外妊娠や流産の既往は どうか，帝ヨ三切

開術や他の産科的処置が行わ れ たの か，出生時の 児の性別や体璽，状態をも知 っ ておく必

要 があ る．また，ケ
ー

スによ っ て は，初診時の 問診の際に夫や本人あ るい は夫の親族がそ

の妊娠 ・分娩既往歴 に 関して どこ まで知 っ て い るかを確認 して おく必要がある ．

　 （4）既往歴 とくに手術歴

　既往歴 （past　history）は，出生 して から現在 まで，患者がどのような疾患 に罹 患 したこ

とがあるかの 医療面接 で，患者の 健康状態の歴史で ある．主訴や考 えられ る疾患によ っ て

は，患者の 出生時の状況や幼児期の健康状態まで確認が必要なこともある ，一
般的には過

去 に罹患した り現在加療中の疾患は詳細に聴取 し，特に高血圧，糖尿病，心疾患，腎臓病，

肝臓病な どの 慢性疾患では，い つ 頃からどこ の医療機関で どの ような治療を受けて い るの

か，薬物治療を受けている場合はその 処方内容 を確認する．特に手術歴は産婦人科以外の

手術歴で も，い つ 何の 病気に対して どこの 医療機関で どの ような手術を受けたの かをで き

るだけ詳 しく聴取 する ，乳癌などの悪性腫瘍疾患の 既往などは，現 在の状況や後療法の有

無 などにも特に注意す る．アレル ギーの有無，輸血や血液凝固因子 製剤の投与の既往な ど

も重要 で あ る．また，喫煙や飲酒 の有無等の 嗜好品の状況を聴取する．これ らは，外来問

診票の 記載を活用 して ，系統的にすすめ ることが有用である，

　（5）家族歴

　家族歴（family　history）は．家族や親族に つ い て ，現存 して い れ ばその健康状態，も し

なん ら かの 疾患に 罹患 して いれ ばその病名，死亡 して い る場合はその 死因な どを聴取 し，

特に家系 内の 高血圧 ，糖尿病，遺伝性疾患，肝炎ウ ィ ル ス
・キ ャ リア ．ア レル ギ

ー
性疾患，

悪性腫瘍な どに注意する．また，患者の年齢や疾患によ っ て は ，患者の今後の 検査や治療

の方針につ いて 医療 サ イ ドとの キーパ ー
ソン を確認 して お く こ とも必要で あ ろ う，

最後 に

医療面接 におい て とくに重要な事項を別表に示 す．医療面 接の 自己 研鑽 ならびに指導 に
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お役立て い ただければ幸いで ある．
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